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ＢＵＺＺＭＡＦＦ「京都アグリびと」

写真:京丹後市「袖志の棚田」

おっさんコンビのタカムラ、ツジモトと若手コンビのヒガシオカ、ハシモトの４人
で冬の京野菜の産地を訪ね、収穫作業のお手伝いを行い、京野菜を使ったおばんざい
料理に挑戦！第２話では聖護院だいこん、聖護院かぶを使った料理対決を行います。

２月1６日（水）より配信開始！

～♯２ おっさん２人が京野菜を使って料理対決！～

動画は以下のURLでご覧になれます。
URL:https://www.youtube.com/watch?v=VOiQUILW1cA（外部リンク）
BUZZ MAFF Channelの登録＆動画に「いいね」をよろしくお願いします。

聖護院だいこん・聖護
院かぶの漬物

聖護院だいこんの煮物

聖護院かぶのステーキ

https://www.youtube.com/watch?v=VOiQUILW1cA


２

【近畿農政局】学生おべんとうコンクール2021結果について
～『若いチカラで食育の環を広げよう！』～地元の食材でお弁当づくり～～

近畿農政局は、若い世代の食育推進と近畿農政局管内の農林水産業を応援するため、『学生
が作る、近畿の食材の入ったお弁当！』をテーマに、「【近畿農政局】学生おべんとうコンクール
2021」を開催しました。
今般、個人の部112作品、団体の部32作品の応募作品から近畿農政局ホームページを通じた
一般投票及び審査員（食育仕事人）による審査により、各賞を決定しました。受賞作品の詳細に
ついては、以下のURL（近畿農政局のホームページ）をご覧ください。

「花いっぱいプロジェクト ROAD to 2027年
国際園芸博覧会」始めます！

農林水産省 農産局園芸作物課花き産業・施設園芸振興室
担当者：尾室、吉田
代表：03-3502-8111（内線4827） ダイヤルイン：03-6738-6162

農林水産省は、花きの需要喚起や2027 年に横浜市において開催予定の国際園芸博覧会に
向けた機運を高める活動を応援・発信するため、「花いっぱいプロジェクトROAD to ２ ０ ２ ７ 年
国際園芸博覧会International Horticultural Expo2027,Yokohama,Japan」を開始します。

【グランプリ】＜おいしそうで賞＞

「野菜たっぷりキンパ弁当」
龍谷大学 木村 陽乃里（きむら ひのり）さん

近畿農政局 消費・安全部消費生活課
担当者：柏、前原 ダイヤルイン：075-414-9771 FAX番号：075-417-2149

URL:https://www.maff.go.jp/kinki/syouhi/seikatu/syokuiku/6bent.html

（1）花いっぱいプロジェクトROAD to ２０２７年国際園芸博覧会International

Horticultural Expo2027, Yokohama,Japan」特設サイトの開設

（2）農林水産省公式YouTubeチャンネル「BUZZ MAFF」で「花いっぱいプロ
ジェクト」チームを結成

（花いっぱいプロジェクト特設サイト）

URL:https://www.maff.go.jp/j/seisan/kaki/flower/hanaippai2022/index.html

（教えて、花王子！ー愛妻の日って、何贈るのがいい？編ー）（外部リンク）
URL:https://www.youtube.com/watch?v=fqyakA7Tmns

国際園芸博覧会情報やイベント情報等、お役立ち情報を発信

季節やイベント毎のおすすめの花や緑に関する情報、お役立ち情報を発信

【グランプリ】

「日和弁当」
近畿大学ヘルスチーム菜良

「野菜たっぷりキンパ弁当」 「日和弁当」

https://www.maff.go.jp/kinki/syouhi/seikatu/syokuiku/6bent.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kaki/flower/hanaippai2022/index.html
https://www.youtube.com/watch?v=fqyakA7Tmns
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地域特産タケノコの素晴らしさを多くの人に伝えたい！
清水農園 清水大介さん （京都市西京区）

春の訪れを感じさせるタケノコ。今回は京都西山地域と呼ばれる名産地でタケノコを栽培する清
水農園を訪問し、当地域で受け継がれる独特の栽培法「京都式軟化栽培法」などについてお話を伺
いました。

清水さんは大学卒業後、他県の農業法人で研修を受けられた
後、実家の農業を継がれました。現在はタケノコのほか、米や
野菜を栽培し、自宅横の直売所のほか、注文による販売などを
されています。農作業は従業員と２人で行い、直売所はお母さ
まが担当。接客時の会話を重視し、お客さんから要望があった
野菜を栽培品目に加えるなど、届いた声を大切にされておられ
ます。

京都西山と呼ばれる地域では、タケノコ栽培に適した土壌を有することで、古くから栽培がされて
いたようです。独特の栽培法「京都式軟化栽培法」は明治時代に始まったようで、以降100年以上に
渡って受け継がれており、清水農園でもこの栽培法でタケノコ畑を管理されています。
１年を通して作業をされていますが、特徴的な作業として以下のものがあるとのことです。

①しん止め：成長途中の親竹の先端を折って背を低くし、地表の日あたりを良くすることでタケノコ
の発生を促進するほか、台風等で竹が倒れるのを防ぐ。

②わら敷き：畑にわらを敷くことで土の保水性を高めるほか、地中温度が高まりタケノコの生育を促
進する。また分解することで大切な肥料になる。

③土入れ ：敷いたわらの上に土をかぶせることで地下茎の位置を深くし、タケノコの軟化部分を多
くする。良質なタケノコ栽培には粘土質の土がとても大切で同じ敷地内の土を切り出す
ため畑内には段差が生じ、この光景は当地域のタケノコ畑の大きな特徴となっている。

★ 清水農園のご紹介

★地域で受け継がれる栽培法「京都式軟化栽培法」とは

★今後の展望

きれいに管理されたタケノコ畑

現在、地域特産品のタケノコの素晴らしさを伝えるため、学
校で食育活動などをされていますが、その活動を更に充実して
いきたいとお考えです。また全国から注文がある贈答用向け販
売にもっと力を入れることで、手塩にかけて育てたタケノコの
価値を今以上に向上させたいとのことです。
名産地でタケノコを栽培している誇りを胸に、その素晴らし

さをいかに伝えていくか。お話を伺っている間も、頭の中はそ
のことでいっぱいのご様子でした。

土を切り出している様子 土を敷いている様子



新型コロナウイルス感染症対策に御協力をお願いします
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お問合せ先：近畿農政局京都支局
〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

TEL：075-414-9015 FAX：075-414-9057
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html


